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ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド
（為替ヘッジあり／隔月分配型）（為替ヘッジなし／隔月分配型）
（為替ヘッジあり／資産成長型）（為替ヘッジなし／資産成長型）
愛称：選択の達人

2026年4月30日

• ①直近3カ月の運用実績

• ②投資行動と今後の投資計画

• ③今後の見通し

2026年1月から3月までの振り返りと今後の見通し

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、実質的な運用管理費用（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費用をご覧ください）。
※実際のファンドでは、課税条件によって投資者ごとの騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮していません。
※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

基準価額・純資産の推移 (2026年3月31日時点）

為替ヘッジあり／隔月分配型 為替ヘッジなし／隔月分配型

為替ヘッジあり／資産成長型 為替ヘッジなし／資産成長型

当初設定日（2018年11月16日）～2026年3月31日
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①直近３カ月の運用実績

出所：Bloomberg、Nuveen

※データは月末値を使用。※運用実績（米ドルベース）、証券種類別寄与度の変化は投資対象ファンドである外国籍投資信託ヌビーン・エヌ・ダブリュー・
キュー・フレキシブル・インカム・ファンドの米ドルベース（費用控除前）のものです。※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証
するものではありません。

投資環境

運用実績（米ドルベース）

証券種類別寄与度の変化

2025/12/31 米国10年債金利 S&P500 米ドル/円

2026年1月 6.9bp 1.4% -1.6%

2026年2月 -29.8bp -0.9% 1.2%

2026年3月 37.9bp -5.1% 1.9%

2026年1月～3月 15.0bp -4.6% 1.5%

キャピタル要因 インカム要因 合計 キャピタル要因 インカム要因 合計 キャピタル要因 インカム要因 合計

投資適格社債 0.01% 0.14% 0.15% 0.21% 0.13% 0.34% -0.80% 0.18% -0.62% -0.13%

ハイ・イールド社債 0.00% 0.14% 0.15% -0.03% 0.14% 0.11% -0.43% 0.18% -0.25% 0.00%

優先証券 0.02% 0.07% 0.09% 0.02% 0.06% 0.09% -0.28% 0.14% -0.14% 0.04%

転換社債 0.61% 0.00% 0.61% 0.05% 0.02% 0.07% -0.28% 0.01% -0.27% 0.40%

普通株式 0.81% 0.06% 0.87% 0.88% 0.03% 0.91% -0.73% 0.03% -0.70% 1.08%

その他 0.01% 0.00% 0.01% 0.01% 0.00% 0.01% 0.01% 0.00% 0.01% 0.03%

ポートフォリオ全体 1.47% 0.40% 1.87% 1.14% 0.38% 1.52% -2.49% 0.53% -1.97% 1.42%

2026年1月 2026年2月 2026年3月
3カ月におけ

る騰落率寄与

度

2025/3/31 インカム要因 キャピタル要因 合計

2026年1月 0.4% 1.4% 1.9%

2026年2月 0.4% 1.1% 1.5%

2026年3月 0.5% -2.5% -2.0%

2026年1月～3月 1.3% 0.1% 1.3%
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⚫ 株式市場

期首は経済指標の改善やインフレ沈静化が好感される一方、「AI（人工知能）脅威論」によるソフトウ

エア関連株の下落や、プライベート・クレジット市場への懸念から、概ね横ばいで推移しました。3月以

降は、中東情勢の緊迫化とホルムズ海峡の事実上の封鎖を受けて先行き不透明感が強まり、下落しました。

⚫ 債券市場

期首は欧米対立やFRB（米国連邦準備制度理事会）の独立性を巡る懸念に加え、底堅い経済指標を背景

に利下げ観測が後退し、金利は上昇しました。2月はCPIが市場予想を下回り利下げ期待が高まり、金利は

低下しましたが、3月以降は中東情勢の緊迫化や原油価格の急騰によるインフレ懸念から再び上昇しまし

た。

⚫ 為替（米ドル/円）

日本の積極財政観測から円安が進む場面もありましたが、日米当局のレートチェック観測を受け、一時

円高が進行しました。2月は米国の強いドル政策支持発言や日銀の利上げに慎重な姿勢が意識され円安と

なりました。期末にかけても原油高による貿易収支悪化懸念から円買いは限定的となり、円安で推移しま

した。

直近3カ月の市場環境

直近3カ月のリターン分析（米ドルベース）

※コメントは、Nuveen社が提供するコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。

直近3カ月の資産クラス別リターン分析（米ドルベース）

⚫ インカム要因

高位なインカムを安定的に積み上げ、プラスに寄与しました。

⚫ キャピタル要因

2月にかけては金利低下等を受けてプラスに寄与したものの、3月には地政学リスクの高まりを受けてプ

ラス幅を縮小し、期間を通しては小幅なプラスとなりました。

⚫ 投資適格社債、ハイ・イールド社債

地政学リスクの高まりを受けたベース金利の上昇とスプレッドの拡大により、投資適格社債はマイナス

寄与となりました。ハイ・イールド社債の寄与度はほぼ横ばいとなりました。

⚫ 優先証券

広範な金融市場においてリスクオフの動きが強まる中で価格の下落がみられたものの、組み入れていた

エネルギー・インフラ企業の銘柄からリターンを獲得し、プラス寄与となりました。

⚫ 転換社債、普通株式

普通株式では、エネルギー関連銘柄が原油価格の上昇を好感して力強く推移したことからプラス寄与し

ました。転換社債は、裏付けとなる発行体企業の株価が堅調に推移したことから、プラスに寄与しました。
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②投資行動と今後の投資計画

証券種類別組入比率の推移

出所：Nuveen

ポートフォリオの状況

※上記データは、月末時点（現地）のデータを記載しています。※ポートフォリオ特性値の利回りは、ファンドの組入資産の各特性値（直接利回り、最低利回り
等）を、その組入比率で加重平均したものです。なお株式は配当利回りの値を用いています。※業種名は、原則としてNuveen社の分類によるものです。※格付別
構成については、所定の基準で採用した格付けを基準に算出しています。※比率の合計が四捨五入の関係で一致しない場合があります。

2025年12月 2026年3月

資本財・サービス 57.8% 60.0%

公益 14.0% 13.4%

銀行 13.0% 11.4%

保険 4.4% 4.3%

金融サービス 4.0% 3.8%

不動産 3.2% 2.4%

合計 96.4% 95.3%

業種別構成

2025年12月 2026年3月

AAA 4.6% 5.7%

AA 0.0% 0.0%

A 3.0% 4.9%

BBB 49.2% 45.7%

BB 34.0% 31.0%

B 2.3% 4.2%

CCC 0.0% 0.0%

無格付 6.9% 8.6%

合計 100.0% 100.0%

債券格付別構成

※参考

投資適格社債 31.2% 30.2% 30.1% 31.3% 29.3% 6.1%

ハイ・イールド社債 23.9% 24.7% 25.6% 24.8% 30.9% 6.7%

優先証券 15.2% 14.9% 14.8% 14.4% 17.0% 6.2%

転換社債 5.9% 6.3% 7.4% 7.6% 6.8% 8.4%

普通株式 20.1% 20.4% 17.9% 17.2% 12.9% 1.9%

その他 3.6% 3.4% 4.3% 4.7% 3.2% ---

ポートフォリオ全体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 5.4%

利回り

（2026年3

月末時点）

組入比率の推移

組入比率過

去平均

（2018年

11月～

2026年3

月)

2025年12月 2026年1月 2026年2月 2026年3月

2025年12月 2026年3月

銘柄数 180 186

最終利回り 4.8% 5.4%

直接利回り 5.6% 5.9%

実効デュレーション 3.2 3.1

ポートフォリオ特性値
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⚫ 投資適格社債、ハイ・イールド社債での銘柄入れ替え

投資適格社債では、金融セクターの銘柄などを購入した一方、不動産セクターの銘柄を売却しました。

ハイ・イールド社債では、通信インフラや素材セクターの銘柄などを新規に購入しました。

⚫ 高利回りを追求し、優先証券を組み入れ

高利回りを追求し、優先証券を組み入れましたが、公益セクターの一部銘柄を売却するなどエクスポー

ジャーを小幅に縮小しました。

⚫ エクイティ性資産（転換社債および普通株式）の比率を高めに維持

転換社債では、高いクーポンが期待できることから、魅力的な銘柄を中心にエクスポージャーを拡大し

ました。

普通株式では、1月に通信および情報技術セクターの銘柄を中心に購入しました。しかし2月初旬より、

地政学リスクの高まりやその波及リスクを懸念し、金融、公益事業、一般消費財・サービス、ヘルスケア

など広範なセクターにわたってポジションを削減しました。3月も引き続き公益事業およびエネルギーセ

クターを中心に売却を続けた一方、月末には金融や情報技術セクターの銘柄を購入しました。全体として、

ポートフォリオのリバランスを進めながら、魅力的な銘柄への投資機会を捉えました。

直近3カ月における投資行動

※コメントは、Nuveen社が提供するコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。
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今後の投資計画

※コメントは、Nuveen社が提供するコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。

⚫ 投資適格社債

投資適格社債の中でもBBB格の企業に投資妙味があるとみています。BBB格の企業は投資適格級を維持

するためにレバレッジの削減や財務の健全化に尽力しており、投資適格社債の中でもファンダメンタルズ

の改善がみられています。このような企業努力を通じて、BBB格の投資適格社債は今後も堅調なパフォー

マンスになると予想しています。

 

⚫ ハイ・イールド社債

米国景気は底堅く推移する一方、労働市場では弱含みの懸念も高まっていることから、状況を注視して

います。足元は企業のファンダメンタルズは良好ですが、地政学リスクや「AI脅威論」などに注意し、

ポートフォリオ全体のクレジット・クオリティを引き上げる観点から、特にクレジット・クオリティの高

いBB格にフォーカスしています。

 

⚫ 優先証券

資本増強に向けた取り組みなどを背景に、大手金融機関の財務状況は金融危機前と比べて非常に健全な

水準にあるとみています。主な発行体である大手銀行、保険会社、公益企業などのファンダメンタルズは

堅固であり、投資妙味が高いと考えています。

⚫ 転換社債

足元ではクーポンが2桁に達するような銘柄も散見され、特に株式市場のボラティリティが大きい局面

を活用してこのような銘柄をポートフォリオに組み入れました。これらは株価の上昇に伴うアップサイド

を狙える一方で、高クーポンがダウンサイド・リスクの抑制に寄与しており、優良な投資先であると考え

ています。

⚫ 株式

引き続き、徹底したボトム・アップ分析による厳選した銘柄選定を通じて、投資妙味のある銘柄の中で

特にダウンサイド・プロテクションが見込める銘柄への投資を行っています。上昇が遅れていたバリュー

株は、引き続き上昇余地が大きく魅力的ですが、足元の地政学リスクなどを背景に年初来でエクスポー

ジャーを縮小しています。
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格付 BB-

投資開始時期 2026年3月

当初買付利回り 7.17%

利回り（2026年3月末時点） 7.1%

Columbus McKinnonのハイ・イールド社債
～ファンダメンタルズが堅調、資本構成の上でも魅力的なシニア債に投資～

｜発行体概要｜

• マテリアル・ハンドリング機器（生産や物流の場での業務の自動化や効率化に活用する機器）の設計・

製造・販売を手掛けています。

｜ポイント｜

• 幅広い顧客基盤を有し、また米国以外でも事業を展開していることから、景気循環による収益への影響

が平準化されるとみています。

• また、同社が買収した企業との統合によるオペレーション効率化やコスト削減も期待されます。

• 安定的なキャッシュフローに加え、コスト削減が見込まれることからクレジット・ファンダメンタルズ

は堅調である一方、普通株式の配当は低水準に抑えられており、シニア債への投資妙味は高いと考えて

います。

• このように、同社に対しては従来からファンダメンタルズが良好な銘柄として注目していたため、スプ

レッドが拡大した局面を捉えて投資を行いました。

※コメントは、Nuveen社が提供するコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。※上記は過去の実績を示したもので
あり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。※個別銘柄の事例は、運用に関する理解を深めるためのものであり、特定の銘柄
の売買推奨等を行うものではありません。また、外国投資信託への組み入れを示唆・保証するものではありません。※格付は、所定の基準
で採用した格付を表示しています。

投資事例紹介
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期間：2006年3月末～2026年3月末、益利回りはS&P500指数構成銘柄の一
株利益予想を利用。Bloomberg、Refinitivより大和アセット作成。

利回りの復活により、債券資産に投資妙味か

債券利回りの復活

米国の株式益利回りと長期金利の差の推移 左図は米国の株式益利回りと長期金利を比較

したものです。株式益利回りは、一株当たり利

益を株価で割った指標で、株式の収益性を利回

りとして示します。

この図を見ると、2000年代半ばから2021年

にかけては、株式益利回りが長期金利を大きく

上回り、相対的に株式に有利な状況が続きまし

た。ところが、2022年以降に長期金利が急速に

上昇したことにより、国債をはじめとする債券

の魅力度が大きく上昇していることが分かりま

す。

株式においては、2026年3月に見られたよう

なリスクオフは、世界的な調整局面として引き

続き警戒する必要があるとみられます。一方で、

ここ数年の金利上昇を受けて既に調整が進み、

魅力的な利回り水準に達した債券は、株式と比

較して投資妙味があると考えられます。

2022年から2023年にかけてのマーケット

は、FRBの急速かつ大幅な金融引き締めへの

転換により、約40年ぶりの大幅な金利上昇

（債券価格は下落）となり、特に債券投資家

にとっては厳しい期間となりました。

しかしながら、この結果、米国10年債利回

りは2023年10月に一時およそ16年ぶりとな

る5.0%の水準にまで上昇し、その後も4.0%

を挟んで高い水準での推移が続いています。

長引く低金利時代が終焉を迎え、債券利回り

が復活してくる中で、債券投資への注目が高

まっています。

%

株式有利
（株式益利回りが魅力的）

債券有利
（長期金利が魅力的）

過去20年間の米国10年債金利の推移%

期間：2006年3月末～2026年3月末、Bloombergより大和アセット作成。

③今後の見通し

※コメントは、Nuveen社が提供するコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。
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当期中に発表された2025年第4四半期の米国GDP

成長率は、前期比年率0.5%増となりました。2025

年10～11月に発生した政府機関の閉鎖により政府支

出が大きく減少したことに加え、消費への波及効果

もマイナス寄与となりました。

FRBは1月と3月のFOMC（米国連邦公開市場委員

会）において政策金利を据え置きました。インフレ

率は依然としてFRBが目標とする2%を上回る水準

で推移しています。足元の原油価格の高止まりが継

続した場合、コストプッシュ型インフレが誘発され

る可能性があります。一方、労働市場をはじめとし

た経済成長の押し下げ要因ともなり得ることから、

中東情勢の影響がより明確になるまで政策金利は据

え置かれると考えています。

米国は2026年に入り、ベネズエラでのマドゥロ大統領の身柄確保やイランへの武力行使を実施してお

り、地政学リスクが高まっています。紛争の長期化により原油供給の停滞が続いた場合、原油価格上昇に

よるインフレの再燃、サプライチェーンへの悪影響が懸念されます。

また、AIの台頭によって一部ソフトウェア企業の製品・サービスが代替され、収益および雇用が損なわ

れる可能性があります。特に、反復性の高い単調な処理への依存度が高い業態や、公開データの集約に依

存しており差別化要素が乏しい業態、業務における中核的な役割を担わずスイッチング・コストが低い業

態は、AIによる代替リスクが高く、先行きが不透明なものになると考えています。

米国のインフレ動向％、前年同月比

％、前期比年率 米国のGDP推移
経済成長

インフレ・金利見通し

リスクシナリオ

※コメントは、Nuveen社が提供するコメントを基に大和アセットマネジメントが作成したものです。

期間：2022/12～2025/12、Bloombergより大和アセット作成。

期間：2023/3～2026/3、Bloombergより大和アセット作成。
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11.4ご参考：当ファンド設定来の運用実績 (2018年11月～2026年3月）

(円) (％)

※データは月末値を使用。※NWQグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型）は、2018年11月末を10,000として指数化しています。基準
価額の計算において、実質的な運用管理費用（信託報酬）は控除しています（「ファンドの費用」をご覧ください）。※米ドル換算ベースのパフォーマンス
は投資対象ファンドである外国籍投資信託ヌビーン・エヌ・ダブリュー・キュー・フレキシブル・インカム・ファンドの米ドル換算ベース（費用控除前）の
ものです。2018年11月末を10,000として指数化しています。※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

出所：Bloomberg、Nuveen

期間①
2018年11月～2022年3月

（ファンド設定時（利上げ最終局面）～金融緩和局面）

期間②
2022年４月～2023年7月
（大幅かつ急速な利上げ局面）

期間③
2023年８月～2026年3月

（利上げ終了～利下げへの移行局面）

2018年12月
2015年12月以降の利
上げ局面で最後の利上げ

2019年7月
利下げ局面へ転換

2022年3月
利上げ開始

大規模金融緩和局面が終了
急速かつ大幅な利上げ局面へ

2023年12月
FRBパウエル議長、
利下げ示唆の発言

2024年9月
利下げ局面へ転換

(2018年11月～2026年3月）

ご参考：証券種類別利回りの推移

出所：Nuveen
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優先証券 転換社債

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000
NWQグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型）基準価額

米ドル建パフォーマンス（費用控除前）

2020年3月
コロナショックで株式・
社債価格ともに大幅下落

2023年7月
2022年3月からの利上
げ局面で最後の利上げ
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ご参考：米ドル換算ベースの累積パフォーマンス

インカム収益の着実な積み上がりがパフォーマンスを支える

※データは月末値を使用。※グラフのインカム収益率は、組入資産の最終利回りから算出したポートフォリオ利回りの値です。各資産は米
ドル換算ベース、トータルリターン。最終利回りの月次累積値。※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するも
のではありません。

(%)

米ドル換算ベースの証券種類別パフォーマンス

ポートフォリオの米ドル建てパフォーマンス

期間：2018年11月～2026年3月
出所：Nuveen

(%) (%) (%)
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ご参考：設定来リターンの証券種類別寄与度（米ドルベース）

※データは月末値を使用。※上記寄与度は、投資対象ファンドである外国籍投資信託ヌビーン・エヌ・ダブリュー・キュー・フレキシブ
ル・インカム・ファンドの米ドル換算ベース（費用控除前）のものです。※上記寄与度は、円ベースのパフォーマンスを基として、為替
レート等を用いて算出した概算値です。※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

期間：2018年11月～2026年3月
出所：Nuveen

トータルリターンの大半が社債等の寄与
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Material Collection
段落番号・箇条書き テキストボックス

Material Collection
表・グラフ・画像用素材

ディスクレーマー テキストボックス

出所 テキストボックス

表 サンプル

小見出し テキストボックス

図・グラフエリア
コンテンツエリア

0.6 0.68.8 8.87.07.0

あいさつ文用テキストボックス（上余白0.7）

12.7

11.4

収益分配金に関する留意事項

（出所）テキストテキスト

（出所）テキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

表・グラフタイトルテキスト

表・グラフタイトルテキスト

表・グラフタイトルテキスト

（出所）テキストテキスト
※ディスクレーマーテキストテキスト

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキストテキスト テキストテキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキストテキスト テキストテキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

小見出しテキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

（出所）テキストテキスト

1. 箇条書きテキストテキスト

2. 箇条書きテキストテキスト　…

• 箇条書きテキストテキスト

• 箇条書きテキストテキスト　…
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※詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの目的・特色

ファンドの目的
・世界の米ドル建資産に投資を行ない、高水準のインカムと魅力的なリスク調整後リターンを追求することにより、信託財産の着実な成長と安定した収

益の確保をめざします。
ファンドの特色

・世界の米ドル建資産（株式、債券、優先証券など）に投資します。投資にあたっては、有望企業を選別のうえ、その企業が発行する証券の中で相対
的に魅力度の高い証券を選択します。

・「為替ヘッジあり／隔月分配型」「為替ヘッジなし／隔月分配型」「為替ヘッジあり／資産成長型」「為替ヘッジなし／資産成長型」の４つのファンドが
あります。

・［隔月分配型］は年 6 回、［資産成長型］は年 2 回決算を行ない、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。

投資リスク

●当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているもので
はなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。投資信託は預貯金とは
異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。
価格変動リスク・信用リスク
株価の変動

組入資産の価格が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割
込むことがあります。
株価は、政治・経済情勢、発行企業の業績、市場の需給等を反映して変動します。発行
企業が経営不安、倒産等に陥った場合には、投資資金が回収できなくなることもあります。
新興国の証券市場は、先進国の証券市場に比べ、一般に市場規模や取引量が小さく、
流動性が低いことにより本来想定される投資価値とは乖離した価格水準で取引される場
合もあるなど、価格の変動性が大きくなる傾向が考えられます。

価格変動リスク・信用リスク
公社債の価格変動

組入資産の価格が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割
込むことがあります。
公社債の価格は、一般に金利が低下した場合には上昇し、金利が上昇した場合には下
落します。また、公社債の価格は、発行体の信用状況によっても変動します。特に、発行
体が債務不履行を発生させた場合、またはその可能性が予想される場合には、公社債の
価格は下落します。
ハイ・イールド債券は、投資適格債券に比べ、一般に債務不履行が生じるリスクが高いと
考えられます。ハイ・イールド債券は、一般に市場規模や取引量が小さく、流動性が低いこ
とにより本来想定される投資価値とは乖離した価格水準で取引される場合もあるなど、価
格の変動性が大きくなる傾向があります。
新興国の公社債は、先進国の公社債と比較して価格変動が大きく、債務不履行が生じ
るリスクがより高いものになると考えられます。

価格変動リスク・信用リスク
その他の価格変動

組入資産の価格が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割
込むことがあります。
優先証券は、発行体の財政難、経営不安等が生じた場合、または生じることが予想され
る場合には、優先証券の価格が大きく下落する可能性があります。
転換社債の価格は、転換対象とする株式等の価格変動や金利変動等の影響を受けて
変動します。
転換社債の価格は、発行企業の信用状況によっても変動します。特に、発行企業が債
務不履行を発生させた場合、またはその可能性が予想される場合には、転換社債の価格
は下落します。
※その他の価格変動は、上記に限定されるものではありません。

為替変動リスク 外貨建資産については、資産自体の価格変動のほか、当該外貨の円に対する為替レー
トの変動の影響を受けます。組入外貨建資産について、当該外貨の為替レートが円高方
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※詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

向に進んだ場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。
「為替ヘッジあり／ 隔月分配型」「為替ヘッジあり／資産成長型」は、為替ヘッジを行ない
ますが、影響をすべて排除できるわけではありません。なお、為替ヘッジを行なう際、日本円
の金利が組入資産の通貨の金利より低いときには、金利差相当分がコストとなり、需給要
因等によっては、さらにコストが拡大することもあります。
外貨建資産については、資産自体の価格変動のほか、当該外貨の円に対する為替レー
トの変動の影響を受けます。組入外貨建資産について、当該外貨の為替レートが円高方
向に進んだ場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。
「為替ヘッジなし／隔月分配型」「為替ヘッジなし／資産成長型」は、為替ヘッジを行なわ
ないので、基準価額は、為替レートの変動の影響を直接受けます。

カントリー・リスク 投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が生じた場合、ま
たは取引に対して新たな規制が設けられた場合には、基準価額が予想外に下落したり、
方針に沿った運用が困難となることがあります。
新興国への投資には、先進国と比べて大きなカントリー・リスクが伴います。

その他 解約資金を手当てするため組入証券を売却する際、市場規模や市場動向によっては市
場実勢を押下げ、当初期待される価格で売却できないこともあります。この場合、基準価
額が下落する要因となります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

その他の留意点
●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第 37 条の 6 の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変

した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまう
リスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金
のお支払いが遅延する可能性があります。

●当ファンドは、忠実義務に基づき、投資する投資信託証券について、その価格が入手できない、または入手した価格で評価すべきでな
いと考える場合には、適正と判断する直近の日の価格など当社が時価と認める価格で評価することがあります。
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※詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの費用
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※詳しくは「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

お申込みメモ

購入単位 最低単位を１円単位または１口単位として販売会社が定める単位
購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額（1 万口当たり）
購入代金 販売会社が定める期日までにお支払い下さい。
換金単位 最低単位を 1 口単位として販売会社が定める単位
換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額（1 万口当たり）
換金代金 原則として換金申込受付日から起算して 6 営業日目からお支払いします。
申込受付中止日 ① ニューヨーク証券取引所、ニューヨークの銀行、ロンドンの銀行またはダブリンの銀行のいずれかの休業日

② 毎年 12 月 24 日
③ ①②のほか、一部解約金の支払い等に支障を来すおそれがあるとして委託会社が定める日
（注）申込受付中止日は、販売会社または委託会社にお問合わせ下さい。

申込締切時間 原則として、午後 3 時 30 分まで（販売会社所定の事務手続きが完了したもの）
なお、販売会社によっては異なる場合がありますので、くわしくは販売会社にお問合わせ下さい。

換金制限 信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。
購入・換金申込受付
の中止および取消し

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情が発生した場合
には、購入、換金の申込みの受付けを中止すること、すでに受付けた購入の申込みを取消すことがあります。

繰上償還 ◎主要投資対象とする組入外国投資信託が存続しないこととなる場合には、受託会社と合意のうえ、信託
契約を解約し、信託を終了（繰上償還）させます。
◎次のいずれかの場合には、委託会社は、事前に受益者の意向を確認し、受託会社と合意のうえ、信託契
約を解約し、繰上償還ができます。
・受益権の口数が 30 億口を下ることとなった場合
・信託契約を解約することが受益者のため有利であると認めるとき
・やむを得ない事情が発生したとき

収益分配 ［隔月分配型］年 6 回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。
（注）当ファンドには、「分配金再投資コース」と「分配金支払いコース」があります。
なお、お取扱い可能なコースおよびコース名については異なる場合がありますので、販売会社にお問合わせ下
さい。
［資産成長型］年２回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。
（注）当ファンドには、「分配金再投資コース」と「分配金支払いコース」があります。
なお、お取扱い可能なコースおよびコース名については異なる場合がありますので、販売会社にお問合わせ下
さい。

課税関係 課税上は株式投資信託として取扱われます。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合に NISA（少額投資非課税制度）の適用対
象となります。 
当ファンドは、NISA の「成長投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象ですが、販売会社により取扱いが異
なる場合があります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
※税法が改正された場合等には変更される場合があります。
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Material Collection
段落番号・箇条書き テキストボックス

Material Collection
表・グラフ・画像用素材

ディスクレーマー テキストボックス

出所 テキストボックス

表 サンプル

小見出し テキストボックス

図・グラフエリア
コンテンツエリア

0.6 0.68.8 8.87.07.0

あいさつ文用テキストボックス（上余白0.7）

12.7

11.4

当資料のお取扱いにおけるご注意
n当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和アセットマネジメント株式会
社が作成したものです。

n当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

n投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。

n投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は投資者保護基金の対象ではありません。

n当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許
諾者に帰属します。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を示すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。

n当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証する
ものではありません。

n同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる場合があります。ま
た、銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合があります。

n分配金は収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配金が支払われない場合もあります。

（出所）テキストテキスト

（出所）テキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

表・グラフタイトルテキスト

表・グラフタイトルテキスト

表・グラフタイトルテキスト

（出所）テキストテキスト
※ディスクレーマーテキストテキスト

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキストテキスト テキストテキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキストテキスト テキストテキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

小見出しテキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

（出所）テキストテキスト

1. 箇条書きテキストテキスト

2. 箇条書きテキストテキスト　…

• 箇条書きテキストテキスト

• 箇条書きテキストテキスト　…

URL https://www.daiwa-am.co.jp/

18 / 20



取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長(登金)第2号 ○ ○

株式会社みずほ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第6号 ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号 ○ ○ ○ ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長(金商)第6号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第134号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長(登金)第2号 ○ ○

株式会社みずほ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第6号 ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第67号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号 ○ ○ ○ ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長(金商)第6号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第134号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長(登金)第2号 ○ ○

株式会社みずほ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第6号 ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長(金商)第6号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第134号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／隔月分配型）（愛称：選択の達人）

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／資産成長型）（愛称：選択の達人）

2026年4月30日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／隔月分配型）（愛称：選択の達人）

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
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取扱い販売会社 2026年4月30日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長(登金)第2号 ○ ○

株式会社みずほ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第6号 ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第67号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長(金商)第6号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第134号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型）（愛称：選択の達人）

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
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